劇場と 観客 D 



1 干 田國士 



本誌 (「改造」) に 時評 を 書く の は 初めて だから、 多 

少 今まで 云った ことと 重複す る 点 も あるが、 私が 現在、 

最も 痛切に 感じて ゐる こと を、 ， ^ こで も 云 はして 貰 ふ 

, J とに する。 

先づ、 私が 訊ねたい と 思 ふの は、 本誌の 読者で、 「現 

在の 芝居」 を 観に 行く 人が、 どれ だけ あるかと いふ こ 

とだ。 歌舞伎、 新派、 新劇 を 通じて、 ある 程度まで 各 

人の 好みが ある こと は ある だら うが、 その 何れで も、 

実際、 時には 観たい と 思 ひ、 木戸銭 を 払って 観に 行く 

とい ふ 人が あれば、 余 ほど 「特別な 事情」 からで はな 

いかと 思 ふ。 



歌舞伎の 方で、 菊 五郎 を 観に 行く とか、 中 車が 好き 

だと かいふの は、 まあよ ろしい として、 例へば 何 座で 

何々 を やって ゐ るから 観に 行く とい ふ 好事家が ゐ たら 

お 目に かかりたい。 「某 新 劇団が 今度 亜米利加 作家 某 

の 作品 を 上演す る さう だ。 その 作品 はま だ 読んで ない 

が、 評判に なった ものら しいから、 どんな もの かひと 

つ 観て 来て やらう」 —— そこで、 生憎、 その 晚は雨 だ。 

それでも 観に 行く 元気が あったら、 それ はた だ 売り つ 

けられた 切符 を 無駄に したくな いためば かりで はない 
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私 は、 決して、 専門の 批評家 や、 その 道の 研究者 を 



ぜ なら、 劇場に 足 を 向けない 人が 次第に 多くな り、 劇 

場 並に 俳優 は、 その 理由 を 正確に 認識す る ことができ 

ず、 一時的の 現象に 目が くらんで、 舞台 は 漸次 堕落の 

方向 をと り、 遂に、 「芝居で ない もの」 が 劇場 を 占領す 

る ことに なること は 明らか だからで ある。 

これまで わが国で 発表され た 脚本の 種類 を 分けてみ 

ると、 第一、 芸術的 純粋 さの ために、 その 出来 栄は兎 

も 角、 現在の 商業 劇場で は 全く 上演 不可能と 思 はれる 

もの、 第二に、 芸術的 要素 はありながら、 一般の 劇場 

でも やって やれない こと はない と 思 はれる やうな もの 

第三に、 全く 劇場 側の 註文に 応じて、 所謂 興行 価値 (？) 



ていの 劇場 主 は、 「興行 価値」 なる もの を 頭に おく 時、 

作品が 相当 「芸術的」 であっても、 一向 苦にしな いの 

である。 要するに 見物 は、 芸術的な もの を も、 舞台に 

求めて ゐ るの だし、 元来、 興行 価値 そのもの も、 作品 

の 特殊な 内容 形式に よって 生れる もの だとい ふこと を 

知って ゐ るから だ。 つまり、 寧ろ、 「芸術的」 な 要素に、 

何が 加 へられて あるか を 問題と して、 上演 脚本 を 選ぶ 

ので ある。 従って、 脚本 作者 は、 自分の 芸術的 天分に 

応じ、 精 いっぱいの 力で、 調子 を 下げるな どと いふ こ 

と は 露 ほど も考 へず、 ただ 「面白い もの」 を 書かう と 

する。 この場合、 その： S: 者に とって、 「面白い」 とい ふ 



信じる 観客 も、 重ねて 云 ふが、 近い将来に 於て、 劇場 

に 背 を 向ける であらう し、 新しい 観客層 は、 断じて、 

現在の 芝居に 近づかう と はすまい。 早く 云へば、 日本 

にも、 改造、 中央 公論、 乃至 文芸 春秋 級の 劇場が 二つ 

や 三 つあって も、 もう 今日で は 早くない と 思 ふが どう 

であらう。 勿論、 そこで、 この 三 誌の 創作 欄に 活字と 

して 発表され る やうな 戯曲が、 どしどし 上演され なけ 

れ ばなら ぬと いふ 意味で はない。 恐らく、 さう いふ 劇 

場 向きの 戯曲と いふ もの は、 今日まで 現 はれた 戯曲の 

中、 極めて 少数で あらう と 思 ふ。 ( 一 九 三 二 • 一 ) 
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